
中
小
事
業
主
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る
者
等
の
労
働
災
害
等
に
係
る
共
済
事
業
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附

帯
決
議                                      

令

和

三

年

六

月

十

日 
                                     

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会 

 
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
共
済
事
業
へ
の
参
入
等
の
規
制
そ
の
他
の
共
済
制
度
の
確
立
に
当
た
っ
て
は
、
か
つ
て
利
用
者
保
護
の
強
化
を
旨
と
し
て

保
険
業
法
が
改
正
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
悪
質
な
業
者
や
低
水
準
な
業
者
の
参
入
を
防
ぎ
、
ま
た
、
適
切
な
審
査
、
検
査

及
び
監
督
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
審
査
等
を
行
う
行
政
庁
が
関
係
す
る
行
政
庁
と
適
切
に
連
携
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

二
、
共
済
制
度
に
関
す
る
政
省
令
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
保
険
業
法
に
お
け
る
契
約
者
保
護
を
図
る
た
め
の
規
制
を
参
考

と
し
、
適
切
に
共
済
契
約
者
保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
特
に
、
銀
行
等
の
共
済
募
集
に
関
し
て
は
、
共
済
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
適
切
に
規
定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
政
省
令
の
制
定
等
に
当
た

る
行
政
庁
が
関
係
す
る
行
政
庁
と
適
切
に
連
携
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 三

、
中
小
事
業
主
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
共
済
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
い
た
ず
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 



四
、
「
労
働
災
害
等
以
外
の
災
害
に
係
る
共
済
事
業
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
周
知
を
行
う
こ
と
。 

五
、
平
成
十
七
年
の
保
険
業
法
改
正
の
際
に
付
さ
れ
た
検
討
の
期
限
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
済
事
業
の
移
行

等
に
関
す
る
経
過
措
置
が
繰
り
返
し
延
長
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
経
済
状
況
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
保
険
金
限
度
額
や
事
業
規
模
の
見
直
し
を
含
め
保
険
業
法
の
改
正
に
つ
い
て
引

き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。 六

、
労
働
災
害
等
に
係
る
共
済
事
業
以
外
の
認
可
特
定
保
険
業
者
に
つ
い
て
、
事
業
の
公
益
性
や
契
約
者
保
護
の
観
点
か
ら
安

定
し
た
共
済
事
業
を
運
営
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


